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生東地区公民館
＊納涼夏祭り＊

8月15日（日）
午後5時30分～
梅松苑

開催日
時　間
場　所

夏の夜を楽しいひと時に。

上片桐地区公民館

上新井地区公民館
＊ファミリーデイキャンプ＊

8月1日（日）
午前9時～午後2時45分頃（予定）
青年の家キャンプ場・およりての森

開催日
時　間
場　所

　魚をさばく体
験や、火を起こ
すことの大変さ
を楽しく学ん
で、日頃ではで
きない体験を
大人と子ども
で協力して楽し
く学んでいただ
けます。

＊区民展示発表会・区民演芸会＊
展示発表会　9月19日（日）～21日（火）
演芸会　9月20日（月）
詳細は後日決定
上新井地区公民館

開催日

時　間
場　所

　公民館所属クラブや一般区民の皆様の短歌や書、
手芸作品等、力作の数々が展示されます。今年度は保
育園児の皆さんが描いた絵の展示も予定しています。
敬老の日に開催する区民演芸会は、多種多様な演目
で毎年大変盛り上がります。

名子地区公民館

福与地区公民館
8月15日（日）
午後6時～
松川中学校グラウンド

開催日
時　間
場　所
　皆様のご参加お待ちしております。是非お越し下さい。

＊夏祭り盆踊り大会＊

9月5日（日）
午後1時～午後5時
福与体育館

開催日
時　間
場　所

　子どもからお年寄りまでみんなで楽しめるスポーツ
です。ご参加下さい！！

＊自治会対抗ペタンク大会＊

上大島地区公民館

＊区民演芸会＊
11月14日（日）
午前9時～
町民体育館

開催日
時　間
場　所
　ご家族ご近所お誘い合わせの上たくさんの皆様のお
越しをお待ちしております。演目ご参加も募集中です。

＊御射山神社御柱祭り、歴史研究会＊
未定
未定
上片桐改善センター

開催日
時　間
場　所
来年で第51回を迎える御柱祭りの歴史を、皆で探ってみよう。

＊上片桐花いっぱい運動＊
5月9日（日）
午前8時～
上片桐地区　植栽場所各所

開催日
時　間
場　所

＊上片桐駅１０１周年
　伊那大島駅１００周年記念、研究会発足＊

未定
未定
上片桐
改善センター

開催日
時　間
場　所

　コロナに負け
ないぞ！。元気で
素敵な上片桐地
区を。
　今年も綺麗な、
花をたくさん咲か
せましょう。

　上片桐駅１０１周年。
伊那大島駅１００周年。
今まで知らない、駅の歴
史を紹介します。

＊東日本大震災から１０年、
　　被災者救護方法を学ぼう＊

未定
未定
上片桐改善センター

開催日
時　間
場　所

　いつ来るか解らない、災害。
怪我の処置、被災者救護を
学んでみよう。

　インストラクターの指導のもと、子どもたちにミニ
バイクに乗ってもらいます!興味のある方は、改めて募
集をしますのでお申込みください。台数に限りがありま
すので、先着順にて締め切らせていただきます。ご了
承ください。お待ちしています!

＊「みんな、バイクに乗ってみない？」
　（子どものミニバイク体験会）＊

7月31日（土）
午前10時～（予定）
東小　校庭（予定）

開催日
時　間
場　所
先着３０人程度（予定）
体育館にて、ボルダリング＆スラックライン（予定）

～地域をつなぐ～

地区公民館



令和３年５月１５日 ま　　　つ　　　か　　　わ 第 ６９０ 号3

生東地区公民館
＊納涼夏祭り＊

8月15日（日）
午後5時30分～
梅松苑

開催日
時　間
場　所

夏の夜を楽しいひと時に。

上片桐地区公民館

上新井地区公民館
＊ファミリーデイキャンプ＊

8月1日（日）
午前9時～午後2時45分頃（予定）
青年の家キャンプ場・およりての森

開催日
時　間
場　所

　魚をさばく体
験や、火を起こ
すことの大変さ
を楽しく学ん
で、日頃ではで
きない体験を
大人と子ども
で協力して楽し
く学んでいただ
けます。

＊区民展示発表会・区民演芸会＊
展示発表会　9月19日（日）～21日（火）
演芸会　9月20日（月）
詳細は後日決定
上新井地区公民館

開催日

時　間
場　所

　公民館所属クラブや一般区民の皆様の短歌や書、
手芸作品等、力作の数々が展示されます。今年度は保
育園児の皆さんが描いた絵の展示も予定しています。
敬老の日に開催する区民演芸会は、多種多様な演目
で毎年大変盛り上がります。

名子地区公民館

福与地区公民館
8月15日（日）
午後6時～
松川中学校グラウンド

開催日
時　間
場　所
　皆様のご参加お待ちしております。是非お越し下さい。

＊夏祭り盆踊り大会＊

9月5日（日）
午後1時～午後5時
福与体育館

開催日
時　間
場　所

　子どもからお年寄りまでみんなで楽しめるスポーツ
です。ご参加下さい！！

＊自治会対抗ペタンク大会＊

上大島地区公民館

＊区民演芸会＊
11月14日（日）
午前9時～
町民体育館

開催日
時　間
場　所
　ご家族ご近所お誘い合わせの上たくさんの皆様のお
越しをお待ちしております。演目ご参加も募集中です。

＊御射山神社御柱祭り、歴史研究会＊
未定
未定
上片桐改善センター

開催日
時　間
場　所
来年で第51回を迎える御柱祭りの歴史を、皆で探ってみよう。

＊上片桐花いっぱい運動＊
5月9日（日）
午前8時～
上片桐地区　植栽場所各所

開催日
時　間
場　所

＊上片桐駅１０１周年
　伊那大島駅１００周年記念、研究会発足＊

未定
未定
上片桐
改善センター

開催日
時　間
場　所

　コロナに負け
ないぞ！。元気で
素敵な上片桐地
区を。
　今年も綺麗な、
花をたくさん咲か
せましょう。

　上片桐駅１０１周年。
伊那大島駅１００周年。
今まで知らない、駅の歴
史を紹介します。

＊東日本大震災から１０年、
　　被災者救護方法を学ぼう＊

未定
未定
上片桐改善センター

開催日
時　間
場　所

　いつ来るか解らない、災害。
怪我の処置、被災者救護を
学んでみよう。

　インストラクターの指導のもと、子どもたちにミニ
バイクに乗ってもらいます!興味のある方は、改めて募
集をしますのでお申込みください。台数に限りがありま
すので、先着順にて締め切らせていただきます。ご了
承ください。お待ちしています!

＊「みんな、バイクに乗ってみない？」
　（子どものミニバイク体験会）＊

7月31日（土）
午前10時～（予定）
東小　校庭（予定）

開催日
時　間
場　所
先着３０人程度（予定）
体育館にて、ボルダリング＆スラックライン（予定）

～地域をつなぐ～

地区公民館



令和３年５月１５日 ま　　　つ　　　か　　　わ 第 ６９０ 号 4

教
育
委
員
会

委
　
　
員
　
井
口
由
紀
子（
北
垣
外
）

委
　
　
員
　
石
田
　
喜
則（
大
栢
）

委
　
　
員
　
正
井
　
亜
樹（
柄
山
）

職
務
代
理
　
松
浦
　
善
文（
宗
源
原
）

教

育

長
　
小
平
　
順
一（
北
垣
外
）

社
会
教
育
委
員
会

委

員

長
　
小
島
　
愼
司
（
中
央
第
２
）

副
委
員
長
　
山
岸
佐
貴
子（
中
荒
町
）

委
　
　
員
　
山
田
　
裕
一（
松
　
川
）

委
　
　
員
　
中
村
　
尚
子
（
清
泉
地
上
）

委
　
　
員
　
下
澤
　
綾
子（
原
　
田
）

委
　
　
員
　
山
寺
　
政
幸
（
北
小
学
校
）

委
　
　
員
　
光
澤
　
正
之
（
清
泉
地
一
）

委
　
　
員
　
小
沢
　
　
誠
（
名
子
北
部
）

公
民
館
運
営
審
議
会

会
　
　
長
　
川
瀬
　
八
十
治（
議
会
）

委
　
　
員
　
松
井
　
悦
子（
議
　
会
）

委
　
　
員
　
渡
邊
　
　
浩（
中
学
校
）

委
　
　
員
　
小
平
　
知
行
（
中
央
小
学
校
）

委
　
　
員
　
吉
澤
　
良
子（
女
団
連
）

委
　
　
員
　
栗
畑
　
孝
弘（
社
　
協
）

委
　
　
員
　
熊
谷
　
公
恵
（
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

委
　
　
員
　
関
　
　
秀
之
（
中
央
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

委
　
　
員
　
小
島
　
愼
司
（
社
教
委
員
長
）

委
　
　
員
　
山
岸
佐
貴
子
（
社
教
副
委
員
長
）

委
　
　
員
　
中
村
　
尚
子
（
社
教
委
員
）

委
　
　
員
　
宮
下
　
　
保
（
体
育
協
会
）

委
　
　
員
　
松
下
　
善
信
（
文
化
協
会
）

委
　
　
員
　
塚
本
　
　
聡
（
学
識
経
験
）

委
　
　
員
　
細
田
　
　
勲
（
学
識
経
験
）

委
　
　
員
　
浦
野
　
純
子
（
公
募
委
員
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

委

員

長
　
北
澤
　
晃
也（
宗
源
原
）

副
委
員
長
　
平
田
健
太
郎（
中
荒
町
）

委
　
　
員
　
大
島
　
賢
悟（
馬
　
坂
）

委
　
　
員
　
宮
澤
　
武
彦（
中
　
山
）

委
　
　
員
　
片
桐
　
晶
子（
城
　
北
）

委
　
　
員
　
長
谷
部
純
子（
城
　
北
）

本
館
部
員

〈
社
　
会
　
部
〉

部
　
　
長
　
和
田
　
章
吾（
宗
源
原
）

副

部

長
　
清
水
　
一
貴（
中
荒
町
）

部
　
　
員
　
熊
谷
　
拓
也（
増
　
野
）

部
　
　
員
　
小
笠
原
章
文（
滝
の
沢
）

部
　
　
員
　
峯
垣
　
稔
之（
松
　
川
）

部
　
　
員
　
香
山
純
一
郎（
城
　
北
）

部
　
　
員
　
前
田
　
　
覚（
宗
源
原
）

部
　
　
員
　
高
田
　
敏
寛（
宗
源
原
）

部
　
　
員
　
井
口
　
　
寛（
増
　
野
）

部
　
　
員
　
久
保
田
直
輝（
中
の
村
）

部
　
　
員
　
林
　
　
哲
也（
町
　
谷
）

〈
体
　
育
　
部
〉

部
　
　
長
　
今
村
　
剛
弘（
樫
　
原
）

副

部

長
　
寺
澤
　
陽
平（
寺
　
沢
）

部
　
　
員
　
高
坂
秀
太
郎（
　
城
　
）

部
　
　
員
　
齊
藤
　
健
真
（
大
島
上
部
）

部
　
　
員
　
川
又
　
嵩
公（
原
　
田
）

部
　
　
員
　
城
子
　
和
也（
松
　
川
）

部
　
　
員
　
松
下
　
和
也（
長
　
峰
）

部
　
　
員
　
切
石
　
　
僚（
間
　
沢
）

部
　
　
員
　
大
場
　
俊
介（
町
　
谷
）

部
　
　
員
　
原
　
　
貴
美
（
清
泉
地
一
）

部
　
　
員
　
伊
東
　
麗
華
（
清
泉
地
一
）

〈
編
　
集
　
部
〉

部
　
　
長
　
原
　
美
保
子（
南
　
方
）

副

部

長
　
関
島
　
幸
祐（
宮
　
本
）

部
　
　
員
　
宮
下
　
　
徹（
弥
久
司
）

部
　
　
員
　
宮
下
　
和
子（
上
　
町
）

部
　
　
員
　
宮
﨑
亜
希
子（
馬
　
坂
）

部
　
　
員
　
光
澤
　
正
之
（
清
泉
地
一
）

部
　
　
員
　
大
久
保
康
司（
中
荒
町
）

部
　
　
員
　
大
東
　
洋
文（
樫
　
原
）

部
　
　
員
　
米
山
　
拓
也（
南
　
方
）

部
　
　
員
　
増
田
　
莉
奈（
大
栢
南
）

教
育
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
関
連
）

教
育
長
兼
図
書
館
長
兼
資
料
館
長
　

�

小
平
　
順
一

教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
こ
ど
も
課
長

�

下
井
　
昭
二

生
涯
学
習
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
係
長

�

福
島
　
俊
美

公
民
館
長�

山
崎
　
　
隆

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係

社
会
教
育
主
事
兼
公
民
館
主
事
　
　

�

大
澤
　
達
也

公
民
館
主
事�

松
下
　
直
央

社
会
教
育
指
導
員�

―
　
　

社
会
教
育
事
務
補
助
員�

�

林
　
　
尚
子

　（
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
担
当
）　
　
　

�

篠
田
　
俊
幸

　（
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
担
当
）　
　
　
　

�

白
井
　
瑞
穂

生
涯
学
習
課
文
教
施
設
係
長
　
　
　

�

矢
沢
　
秀
子

資
料
館�

米
山
　
　
梓

�

伊
坪
　
達
郎

図
書
館
司
書�

中
平
佐
知
子

�

井
上
　
歩
美

�

宮
澤
　
悠
紀

社
会
教
育
施
設
管
理�

米
山
　
正
彦

�

髙
田
　
和
宏

�

森
岡
　
康
男

名
子
原
体
育
館
管
理�

松
下
　
勝
子

福
与
体
育
館
管
理�

高
坂
美
智
子

旧
東
小
学
校
管
理�

生
東
森
の
会

令和３年度　松川町公民館　関係者名簿
○ 地区協議会役員

協議会長 主　事 主事補

大 島 地 区 協 議 会 知久　仁司 大島　宗孝 田中　伸幸

上片桐地区協議会 北原　昭夫 猪又　　健 宮原　一久

生 田 地 区 協 議 会 杉山　行孝 林　　直志 池田　　毅

○ 地区公民館役員
役　職

地区館名

館　長
［副館長］
（会　計）

主　事
［主事補］

社会部長
社会部副部長

体育部長
体育部副部長

古　　　町
地区公民館 知久　仁司 知久　秀司

菅沼　　晃
丹羽　有二
松下　直樹

松村　　毅
岡田　敏洋

上　新　井
地区公民館 米山　広敏 下平　博文

伊久間圭介
橋爪　　圭
佐藤　康英

宇治田秀人
塩澤　雄規

名　　　子
地区公民館 －

二村　和久
小沼　一也
［宮島大助］

望月　貴生
古沢　貴博

樋口　岳司
伊藤　和久

上　大　島
地区公民館 斎藤　和勇

池田　　茂
樽澤　　智
［関　秀之］

北沢　達哉
大場　真吾

宮下　貴弘
代田　　健

上　片　桐
地区公民館

北原　昭夫
［米山富秋］

猪又　　健
［宮原一久］

小池　健太
新井　利彦

北島　孝紀
神部　　智

福　　　与
地区公民館

高坂　竜夫
（北林真一） 下澤津世史

田村　裕幸
切石　俊弘

谷口　真盛
古川　誠司

生　　　東
地区公民館 福澤　和文 下澤　和司

平島　　衛
大蔵　　洋
―

宮澤　武彦
—

部　　　奈
地区公民館

杉山　行孝
（林　大剛） 林　　直志

下平　和実
林　　輝彦

林　　俊二
林　　博文

令
和
３
年
度 

公
民
館
関
係
の
組
織
構
成
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〜
資
料
館
だ
よ
り
〜

◆
第
56
回
◆

「
江
戸
時
代

　生
田
の
果
物
栽
培
」

　
松
川
町
の
果
樹
栽
培
と
い
う

と
、
大
島
・
元
大
島
・
上
片
桐
を

中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す

ね
。
大
正
時
代
の
３
人
の
先
駆
者

の
こ
と
や
、
昭
和
初
期
か
ら
の
経

済
更
生
運
動
に
よ
る
開
墾
や
果
樹

栽
培
の
広
が
り
が
今
日
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
伝
え
聞
い
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
生
田
地
区
に
つ
い
て

は
江
戸
時
代
の
文
書
の
中
に
、
リ

ン
ゴ
・
モ
モ
を
栽
培
し
て
い
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
中
山
の

池
上
家
の
文
書
の
中
に
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
果
樹
園
の
よ

う
に
栽
培
し
て
い
た
の
で
は
な
さ

そ
う
で
す
。
家
の
近
く
に
何
本
か

植
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
り
ん
ご
と
い
っ
て

も
現
在
の
よ
う
な
品
種
で
は
な

く
、
小
さ
な「
和
り
ん
ご
」と
言
わ

れ
る
種
類
の
品
種
の
よ
う
で
す
。

　
モ
モ
は
「
長
峰
桃
」
と
い
う
名

前
が
残
っ
て
い
ま
す
。
長
峰
・
中

山
・
塩
倉
に
お
い
て
生
産
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
池
上
家
の
文
書
は
、
最
初
の
と

こ
ろ
を
読
む
と
い
く
つ
か
わ
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
田
に
つ
い

て
、
地
元
の
人
た
ち
は
、「
私
共

村
々
の
儀
、
極
山
中
で
悪
地
の
場

所
に
御
座
候
」
と
書
い
て
い
ま

す
。
ま
た
「
御
田
地
の
内
へ
も
先

年
よ
り
林
檎
・
桃
等
果
物
の
樹
植

え
置
き
、
毎
年
近
郷
の
何
方
と
な

く
持
出
し
売
り
、
御
年
貢
上
納
手

当
且
つ
又
夫
食
代
等
に
致
し
来
り

候
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
土
地
は

そ
れ
ぞ
れ
山
間
地
に
あ
り
、
な
か

な
か
生
産
も
上
が
ら
な
い
土
地
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
年
貢

を
納
め
る
た
め
に
土
地
の
一
部
に

リ
ン
ゴ
・
モ
モ
な
ど
を
植
え
、そ
こ

か
ら
取
れ
た
も
の
を
売
り
出
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
生
田
の
里
方
に
あ
っ
た
福
与
村

や
近
隣
の
村
々
な
ど
へ
買
っ
て
も

ら
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
池
上
家
の
文
書
は
、
リ
ン
ゴ
を

飯
田
町
へ
売
り
に
行
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
に
会
い
、
当
時
生
田

の
村
々
を
幕
府
か
ら
預
か
っ
て
納

め
て
い
た
旗
本
知
久
氏
の
阿
島
役

所
に
天
保
９
年
８
月（
１
８
３
８
）

訴
え
出
た
文
書
で
す
。「
中
山
分

佐
平
・
休
作
・
庄
兵
衛
林
檎
売
り

に
ま
か
り
出
て
、
堀
大
和
守
様
御

城
下
飯
田
堀
端
に
て
少
々
売
り
申

し
候
」
と
３
人
で
飯
田
ま
で
出
か

け
、
リ
ン
ゴ
を
売
っ
て
い
る
と
、

「
松
尾
町
桑
吉
・
田
町
茂
三
郎
と

申
す
者
両
人
に
て
、
佐
平
・
休
作

両
人
の
林
檎
商
い
相
成
ら
ず
と
申

し
聞
か
せ
、
一
粒
も
売
り
候
儀
相

成
ら
ず
と
申
し
、
差
し
止
め
候
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３

人
は
飯
田
町
の
関
係
者
の
所
へ
出

か
け
色
々
話
し
ま
し
た
が
、
飯
田

町
商
人
た
ち
は
仲
間
で
話
し
合
っ

て
売
る
こ
と
を
差
し
止
め
る
こ
と

に
な
っ
た
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
３
人
は
売
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
、
リ
ン
ゴ
も
い
た
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
仕
方
な
く
村
へ

帰
り
ま
し
た
。
す
る
と
長
峰
柄
山

分
・
峠
分
・
塩
倉
な
ど
か
ら
見
舞

い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
地
域
の

人
々
は
、
自
由
に
販
売
で
き
な
い

と
生
活
が
困
っ
て
し
ま
う
の
で
、

話
し
合
い
で
売
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
旗
本
知
久
氏
か
ら
飯
田

町
商
人
へ
訴
え
て
ほ
し
い
と
依
頼

し
ま
し
た
。
結
局
阿
島
で
飯
田
町

役
人
と
福
与
村
山
分
の
役
人
た
ち

の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
商
い
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生

活
を
支
え
て
い
く
商
い
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
生
活
の
維
持
に
役

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
生
田
地
区
の
果
物
作
り

は
、
明
治
以
降
ど
う
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
松
川
町
資
料
館
　
　

伊
坪
　
達
郎

子と親のかかわり講座

日  時

子どものこころに耳を傾ける

場　　所：松川中央公民館
　　　　　　　えみりあホール
定　　員：120名
参 加 費：無 料
申込み先：松川中央公民館  ☎36-2622

講師：茅 野 理 恵（信州大学教育学系准教授）

令和3年6月27日（日）
受付／13：00～
開演／13：30～

　子どもを理解する上でしっ
かり話を聞くことは大切です。
上手に子どもの心を受容する
ために必要な視点にどんなも
のがあるか、家庭や学校での
具体的な場面を取り上げなが
ら講演いただけます。
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第16回 長野県市町村対抗
　　　小学生駅伝競走大会
第16回 長野県市町村対抗
　　　小学生駅伝競走大会

第30回　長野県市町村対抗
駅伝競走大会

第30回　長野県市町村対抗
駅伝競走大会

4月24日（土）
松本平広域公園陸上競技場発着
松川町　25分45秒
町の部　第12位　　総合　第35位

4月24日（土）
松本平広域公園陸上競技場発着
松川町　2時間38分06秒
町の部  第4位　　総合  第23位

出場選手
第１区
　1.60㎞　西　尾　実　羽（中央小5年）
第２区
　1.50㎞　古　沢　瑛　翼（中央小5年）
第３区
　1.50㎞　兼　子　瑠　菜（中央小5年）
第４区
　1.50㎞　宮　澤　佑　茉（中央小5年）

出場選手
第１区　2.030km　福　島　羽　七
第２区　3.025km　福　島　圭　亮
第３区　5.720km　北　村　隆之介
第４区　6.205km　米　山　祐　貴
第５区　6.120km　磯　貝　巧　巨
第６区　3.125km　佐　藤　綾　花
第７区　2.595km　佐々木　康　多
第８区　7.980km　松　山　克　敏
第９区　6.985km　西　永　佳　人

情報

まつかわ寄席

三遊亭ときん
独演会！

好評につき今回で３回目となる独演会
を開催します
すばらしい話芸をご堪能ください

６月１日より申し込みを開始します

期日　７月11日（日）
　　　午後１時開場　１時半開演
会場　松川町中央公民館
　　　えみりあホール

資料館特別展示のお知らせ

三六災害から
６０年記念展示

◆開催期間◆
5月・6月・7月
60 年の節目の年にあたり

自然災害の惨事を風化させない思いから
展示を開催しております
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中
央
公
民
館

本
館
三
部
合
同
部
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
　
　

松
川
町
の
自
然
で
社
会
を
笑
顔
に

岩
澤
　
岳
人 

さ
ん

季
節
の
俳
句

松
川
中
央
小
学
校

委嘱状を受取る部員達

　
大
島
保
育
園
で
保
育
士
を
さ
れ

て
い
る
岩
澤
岳
人
さ
ん
。
出
身
は

愛
知
県
名
古
屋
市
。
市
内
の
保
育

園
で
保
育
士
を
７
年
間
さ
れ
た
後

「
や
ま
保
育
」
に
興
味
が
あ
り
、

様
々
な
地
域
を
探
す
中
で
自
身
の

子
育
て
も
自
然
の
中
で
と
の
思
い

も
あ
っ
て
、
条
件
が
一
致
し
た
松

川
町
で
３
年
前
か
ら
保
育
に
携
わ

る
よ
う
に
。

　
元
々
「
社
会
を
笑
顔
に
」
と
の

想
い
か
ら
始
め
た
保
育
士
の
仕

事
。
自
然
の
中
で
育
つ
こ
と
は
子

ど
も
に
と
っ
て
と
て
も
良
い
こ
と

で
、
自
然
の
中
で
は
、
子
ど
も
達

が
自
ら
考
え
、
お
互
い
の
こ
と
を

考
え
な
が
ら
成
長
で
き
る
こ
の
上

な
い
環
境
。
現
在
の
大
島
保
育
園

で
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
園
児

に
は
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
て
、
園

の
周
り
の
方
の
ご
厚
意
で
り
ん
ご

狩
り
や
田
ん
ぼ
で
泥
ん
こ
遊
び
等

自
然
な
形
で
地
域
の
方
と
一
体
と

な
っ
て
保
育
が
で
き
て
い
る
と
の

こ
と
。

　
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
目
に

し
て
い
る
地
元
の
山
々
や
地
域
と

の
触
れ
合
い
が
と
て
も
素
晴
ら
し

い
環
境
で
誇
る
べ
き
財
産
と
い
う

こ
と
を
、
岩
澤
さ
ん
と
の
お
話
で

感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
４
月
６
日
に
中
央
公
民
館
に

て
、
令
和
３
年
度
本
館
三
部
合
同

部
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
残
念
な
が
ら
本
会
が

開
催
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
三
部

の
部
員
が
一
堂
に
会
す
る
の
は
令

和
元
年
度
の
公
民
館
研
究
集
会
以

来
で
す
。

　
今
年
度
最
初
の
部
員
会
に
は
、

社
会
部
・
体
育
部
・
編
集
部
の
三

部
か
ら
、
正
副
部
長
を
は
じ
め
多

く
の
部
員
が
出
席
し
、
委
嘱
状
の

交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
中
央
公
民
館
の
山
崎
隆
館
長
か

ら
、
今
年
度
の
公
民
館
活
動
が
ス

タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、『
公
民

館
活
動
を
展
開
し
て
い
く
に
際

し
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
難
し

い
局
面
も
多
く
み
ら
れ
る
と
思

う
。
そ
の
中
で
各
部
が
協
力
し
、

例
年
行
わ
れ
る
事
業
で
も
＋
α
を

盛
り
込
み
、
新
し
い
事
業
を
展
開

し
て
い
っ
て
欲
し
い
。
公
民
館
活

動
の
更
な
る
発
展
の
為
に
、
本

館
三
部
に
は
是
非
頑
張
っ
て
欲
し

い
』
と
、
我
々
三
部
へ
の
希
望
が

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
本
館
三
部
は
３２
名
の

部
員
に
よ
り
、
事
業
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
コ
ロ

ナ
禍
で
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
々
模
索
し

な
が
ら
、
活
気
あ
ふ
れ
る
事
業
を

展
開
し
て
く
所
存
で
す
。�

�

（
編
集
部
　
関
島
）

花
筏
　
川
を
流
れ
る

�

春
の
色

�

久
保
田
優
愛

母
ね
だ
り
　
桜
の
写
真

�

車
待
ち

根
石
　
南
央

ツ
バ
メ
の
巣

　
我
が
家
の
庭
に

�

春
が
来
た

大
東
　
光
明

さ
く
ら
散
る

　
春
の
予
定
も

�

す
べ
て
散
る

細
田
琉
之
介

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　
　
虹
の
よ
う
に

�

並
ん
で
る

古
沢
　
瑛
翼

　
　
　
　
　

  　
　

矢
沢
さ
ち
子
（
東
浦
）

　

新
樹
光

蜜
蜂
の
受
粉
日
和
の  

り
ん
ご
園

投
函
の
足
ど
り
軽
く  

新
樹
光

春
の
空  

投
げ
れ
ば
戻
る
ブ
ー
メ
ラ
ン

友
見
舞
う
こ
と
ま
ま
な
ら
ず  

花
菖
蒲

猫
見
上
ぐ  

燕
の
子
ら
の
こ
ぼ
れ
そ
う
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今
年
で
松
川
町
消
防
団
に
入
っ

て
１２
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
役
最
後

の
１
年
を
迎
え
る
ま
で
長
か
っ
た

よ
う
な
、
短
か
っ
た
よ
う
な
…
振
り

返
っ
て
み
る
と
長
か
っ
た
と
感
じ

ま
す
。
消
防
団
員
と
し
て
訓
練
な
ど

は
大
変
で
し
た
が
、
上
の
世
代
か
ら

下
の
世
代
ま
で
１０
年
以
上
離
れ
た

年
齢
層
の
先
輩
・
後
輩
に
出
会
え
た

こ
と
は
、
自
分
の
人
生
に
お
い
て
か

け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
入
団
し
て
い
な
か
っ
た
ら
ど
ん

な
人
生
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
全
く

想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
に

消
防
団
で
の
活
動
や
仲
間
と
の
関

わ
り
に
本
当
に
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
退
団
後
も
続
け
ら
れ

る
関
係
性
を
持
て
た
こ
と
に
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で

思
っ
た
通
り
の
活
動
が
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
出
来
る
限
り
の
範

囲
で
活
動
し
て
い
き
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
団
員
も
い
つ
で
も
歓
迎
し

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

�

米
山
拓
也

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
？

葬儀場で落語を披露　演目は“死神”

い
と
お
声
は
掛
か
ら
な
い
。知
人
に

も
お
願
い
し
て
近
隣
の
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
に
売
り
込
ん
で
、
爾

来
色
々
な
処
か
ら
お
声
が
け
を
く

だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
素

人
落
語
で
す
の
で
た
か
が
知
れ
て

い
ま
す
。
天
竜
川
の
土
手
を
散
歩

し
な
が
ら
練
習
も
し
ま
し
た
が
、

一
番
い
い
稽
古
の
場
は
呼
ば
れ
て

噺
を
す
る
本
番
で
す
。

　

高
齢
者
サ
ロ
ン
、
福
祉
施
設
、

祖
父
母
参
観
日
な
ど
様
々
な
場
所

や
機
会
に
高
座
に
上
り
、
多
く
の

方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
保
育
園
児
、
視
覚
障
が
い
の

方
々
、
介
護
施
設
の
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
届

け
し
、「
少
し
で
も
明
る
く
元
気

に
な
っ
て
」
と
い
う
思
い
は
い
つ

も
同
じ
。
け
れ
ど
、
一
番
元
気
を

も
ら
っ
た
の
は
私
の
方
で
し
た
。

　

20
余
の
演
目
に
挑
戦
し
ま
し
た

が
、『
死
ぬ
な
ら
今
』『
粗
忽
長

屋
』『
野
ざ
ら
し
』『
お
菊
の
皿
』

な
ど
、
自
分
の
演
目
に
は
不
思
議

と
死
に
ま
つ
わ
る
噺
が
多
い
の
で

す
。
中
で
も
好
き
な
の
は『
死
神
』

で
す
。「
限
り
あ
る
命
」
と
い
う

テ
ー
マ
、
今
に
も
消
え
そ
う
な
自

分
の
寿
命
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
、
死
神

が
く
れ
た
蝋
燭
に
移
そ
う
と
す
る

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
そ
し
て
、
蝋

燭
の
炎
が
消
え
、
命
を
落
と
す
場

面
の
演
技
。
こ
れ
ら
が
『
死
神
』

の
魅
力
で
す
。

　

こ
の
『
死
神
』
を
、セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
演
る
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
葬
儀
場
で
『
死
神
』、

も
う
こ
れ
以
上
の
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
ね
。
主

催
者
の
方
が
、
葬
式
で
祭
壇
を
置

く
場
所
に
高
座
を
据
え
て
く
だ
さ

り
、
脇
を
き
れ
い
な
花
で
飾
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
大
団
円
は
主
人
公

の
死
を
演
者
が
前
に
倒
れ
て
表
す

見
立
て
落
ち
。
高
座
に
伏
せ
、
お

客
様
の
拍
手
を
耳
に
し
な
が
ら
、

こ
の
ま
ま
極
楽
へ
行
け
る
か
も
、

と
思
い
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
？
」、

よ
く
こ
う
尋
ね
ら
れ
ま
す
。「
こ

れ
か
ら
が
第
三
の
人
生
。
や
り
た

い
こ
と
を
や
ろ
う
か
な
」
と
煙
に

ま
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
紙
面

を
借
り
て
打
ち
明
け
ま
す
。
そ
れ

は『
芝
浜
』を
演
る
こ
と
。『
芝
浜
』

は
一
番
や
り
た
か
っ
た
落
語
で
す

が
、
人
情
噺
は
難
し
く
な
か
な
か

手
を
出
せ
ず
に
い
ま
し
た
。
思
い

を
残
し
た
ま
ま
だ
と
成
仏
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
私
の
『
芝
浜
』
を
聞
い
て
く
だ

さ
い
。
何
で
す
っ
て
…
？「
そ
れ
、

夢
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
も
ね
。
芝
浜

だ
け
に
」。
お
あ
と
が
よ
ろ
し
い

よ
う
で
。

�

高
坂
敏
昭

　

今
年
３
月
末
を
も
っ
て
松
川
町
教
育
長
を
退
任
さ
れ
た
高
坂
敏
昭

さ
ん
に
今
の
思
い
を
つ
づ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
長
を
辞
す
る
気
持
ち
を
固

め
て
思
い
出
し
た
の
が
10
年
前
の

東
日
本
大
震
災
。
混
乱
と
悲
し
み

の
中
で
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
の

が
、私
の
退
職
の
年
で
し
た
。「
校

長
先
生
、
退
職
さ
れ
た
ら
ど
う
さ

れ
る
ん
で
す
か
」、
生
徒
に
そ
う

尋
ね
ら
れ
、「
落
語
家
に
な
る
よ
。

そ
う
だ
、
高
座
名
付
け
て
く
れ
な

い
？
」。「
こ
の
学
校
に
因
ん
で『
笑

緑
亭
』
は
ど
う
で
す
か
」。
そ
れ

か
ら
第
二
の
人
生
が
始
ま
り
ま
し

た
。
高
座
名
の
「
団
泥
」
は
ダ
ン

デ
イ
と
読
み
ま
す
。
決
し
て
自
分

で
付
け
た
の

で
は
あ
り
ま

せ
ん
よ
。
豊

丘
村
の
「
は

つ
ら
つ
」
を

訪
問
し
た

折
、一
番
前

に
座
っ
て
い

た
お
ば
あ
さ

ん
が
、
私
の

顔
を
仰
ぎ
見

な
が
ら
「
ダ

ン
デ
ー
だ
な

む
」
と
一
言

発
し
て
く
だ

さ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

落
語
を
披

露
し
た
く
て

も
宣
伝
し
な


